
24

パウダーコーティング　Vol.16 No. 1

2015 年（平成 27 年）を振り返って

事務局

トピックス

　日本パウダーコティング協同組合事務局です。経産
統計等のデータから 2015 年（暦年）を振り返ってみ
ましょう。
　全塗料（シンナー含）生産量は 2009 年のリーマン
ショック以前は 190 万トン前後で推移していいまし
たが、リーマンショックで 2009 年は約 150 万トンま
でダウンしてしまいました。それ以降は 160 万トン
前後で推移し、2015 年も対前年比（１～ 10月）で約
100％とほぼ年間 160万トンペースを維持し続けてい
ます（図１及び表１参照）。
　その中で我々が注目する粉体塗料はというと、リー
マンショック前まで３万トン超あった生産量がリーマ
ンショックで 2.6 万トンまでダウンしたあと、徐々に
増加して 2014 年には過去最高の約 3.8 万トンまで増
加しました。しかし、2015年は対前年比（１～ 10月）
で約 81％と大幅にダウンし、このままいくと 2015年
は約３万トン程度で終わってしまうと思われます（図
１及び表１参照）。
　しかし、塗料販売量から見ると、近年の全塗料は
170万トン前後で推移しており、2015年も同様と思わ
れます。粉体塗料は2014年に最高の4.4万トンに達し、
2015 年は若干落ちるものの昨年比 98％の 4.3 万トン

程度になるものと思われます。
　2015 年は粉体塗料の生産量が大幅にダウンするも
販売量は若干程度のダウンとなる見込みで、厚切り
ジェイソン流に言うと「WHY」の状況を呈しており
ます（販売量は図２及び表２参照）。
　そこで、何かの会がある毎に粉体塗料関係者の方に
お伺いしてみたところ、皆さんダウンはしていると思
われるけどそこまではという方が大多数でした。生産
量も対前年比90％以上はある雰囲気でした。
　確かに、納品待ち時間が１～３月は１～２ヶ月待ち
になってきたと伺っていたので、2014 年の状況（塗
料３ヶ月待ちもザラの状況）からするとさもありなん
と思ってはいましたが、それ以降も粉体塗料の生産量
は芳しくなく推移してきました。
　塗料販売量は昨年並みということから推察すると、
一般的には海外メーカー品の輸入量増加、熱可塑型塗
料の減少等考えられますがどうもクリアではありませ
ん。塗料製造会社（粉体）の方々いかがでしょうか。
　これを読まれて何かお気づきのことがあれば事務局
までご連絡いただければ幸いです。
　とは言いながら、粉体塗料は大変環境には優しく、
肌外観も以前に比べれば各社の開発が進み格段に上

図１　日本の塗料生産量（万トン）　折線：全塗料　棒：粉体塗料

表１　平成 25 年から本年までの１～ 10 月粉体塗料生産量比較（トン）

粉体塗料生産量　月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Total
Ｈ 25 2706 2967 2903 2855 2704 2765 2918 2611 2868 3159 28456
Ｈ 26 3139 3276 3279 3081 2805 3039 3251 2672 3285 3615 31442
Ｈ 27 2267 2296 2490 2685 2205 2708 2555 2438 2626 3332 25602
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図２　日本の塗料販売量（万トン）　折線：全塗料　棒：粉体塗料

表２　平成 25 年から本年までの１～ 10 月粉体塗料販売量比較（トン）

粉体塗料（出荷）販売量　月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Total
Ｈ 25 3203 3311 3316 3215 3135 3099 3616 3002 3617 3806 33320
Ｈ 26 3804 3840 3931 3603 3291 3519 3826 3042 3869 4093 36818
Ｈ 27 3821 3621 4141 3298 3002 3627 3331 3472 3457 4294 36064

がって参りましたし、価格面も結構リーズナブルに
なってきた等々、需要が増える状況は整ってきている
と思われます。
　塗装機械においても、2015 年は塗装ブースの色替
え時間短縮や被塗物に沿った塗装システム、更にハン
ドガンの軽量化等により塗料使用量の削減、工数の削
減、塗装環境の改善等が図られ 2016 年に続くものと
思われます。
　日本の粉体塗料・塗装において 2015 年は一休みの

年の感がありました。これを乗り越えて 2016 年はま
た上昇に向けて皆さん頑張りましょう。
　ちなみに、世界の塗料生産量は一説によると 34万
kL（約 4000 万トン）、粉体塗料は約 190 万トンで粉
体塗料の割合は約 5％です。
　その中で中国の粉体塗料の生産量は約 90万トン強
で世界の粉体塗料の約半分を占めます。
　ただし、日本の塗料の様な高品質のものは約 60万
トン程度と思われます。

   

 
 

粉体塗料・塗装の総合専門書として長きにわたり、多くの方々にご愛読いた

だいております『粉体塗装技術要覧』の改訂版が 2013年 12月、日本パウダー

コーティング協同組合（JAPCA）監修のもと、満を持しての発刊となりました。

今回、粉体塗料・塗装機・（前処理を含む）塗装工程のすべての内容を刷新。既

に粉体塗装を手がけられている方はもちろんのこと、これから導入をご検討さ

れる方にも、必ずやお役に立つことでしょう！ 

ＮＥＷ 粉体塗料・塗装の専門家が集結！ 改訂第４版はここが違う！！ 
①国内外の塗料メーカーの粉体塗料製品について、多数の情報を紹介 

②各種粉体塗料の塗膜性能について、被塗装物ごとの最新耐久データ表を収録 

③粉体塗装用のハンドガンユニット・ブースから乾燥炉まで各社の最新製品を掲載 

 

 

 

編集／発行：塗料報知新聞社 〒162-0805 東京都新宿区矢来町 3 番地 TEL：03‐3260‐6111 

■ お申込みは、ホームページ http://www.e-toryo.co.jp/内「新聞・専門誌購読のご案内」からどうぞ！ 

■ 詳細・体裁 ： B５判 192 頁 本文モノクロ 広告カラー 価格 6,000 円（税別・送料別） 

 

改 訂 

第 4版 発刊！ 



26



27



28



29



30



31 

米国フロリダ・アリゾナ屋外暴露試験場視察報告書要約版 

主催：アルミニウム合金材料工場塗装工業会 
協賛：日本建築仕上学会 環境配慮形塗装仕様検討委員会 

（一社）軽金属製品協会、日本パウダーコーティング協同組合 
 
アルミニウム合金材料工場塗装工業会主催でパウダー協も協賛し、2014 年 7 月 13 日～18
日に執り行われた米国フロリダ・アリゾナ屋外暴露試験場視察報告書（要約版）を 2015 年

11 月 6 日にいただきましたので参考資料として組合誌部分に掲載させていただきます。 
 
１．はじめに 

19 世紀の産業革命以降の人類は科学技術の革新を大きく推進して、世界の先進諸国にお

いて快適で豊かな生活を実現させてきた。21 世紀に入ると、先進諸国に留まらず、そのよ

うな快適性や豊かさが、世界の広い地域へも展開されつつある現状である。 
一方で、人類の快適性と豊かさのみを合理的に追求した結果として、地球環境や人間の

健康安全に対する影響が顕著となり、1990 年代以降はこのような影響が世界共通の大きな

社会問題として認識されるようになっている。 
そのような認識の高まりを受けて、地球環境の保全と人間の健康安全の確保がグローバ

ルな課題となり、環境に対する配慮への取組みが世界的に推進されている現状である。 
上記のような環境配慮を重視する世界的な趨勢を背景として、日本建築仕上学会では建

築仕上げにおいて環境に関連する課題を取上げて、活動の一部を推進している。その一環

として、建築物の内外装に多用されているアルミニウム合金材料の表面仕上げとして製造

工場で実施される加熱硬化形塗装において、人体に有害な 6 価クロム成分を含まない薬剤

による素地調整、および有機溶剤を含まない粉体塗料を適用する技術の確立と標準化をめ

ざした実験的な研究が、2006 年から継続的に推進されている。 
一方、（一社）軽金属製品協会では、アルミニウム合金製建築材料の表面仕上げの一手法

として、粉体塗装の普及展開を図ることを目的として、2008 年から調査研究が推進されて

いる。 
上述したような社会的背景や研究動向を受けて、2014 年 1 月にはアルミニウム合金材料

工場塗装工業会が設立され、以下のような活動目標を掲げられている。 
(1) アルミニウム合金材料に対する塗装品質の確保と向上 
(2) 地球環境の保全と人間の健康安全に配慮した塗装仕様の普及展開 
(3) 日本建築仕上学会編「塗装標準仕様書」の活用促進 
上述した研究活動から、クロムフリー系化成皮膜処理の適用においては材料の選定や品

質管理が重要であること、およびポリエステル系粉体塗装は建築外装仕上げとしての適用

可能性があることなど、既に多くの有意義な成果が報告されている。 
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そのような研究成果の中で、耐久性の評価には屋外暴露試験が不可欠であり、それらの

結果は試験場所によって異なることが指摘されている。 
また、建築材料に対する性能評価の方法として世界的に知られている AAMA、および粉

体塗装を施された建築材料の認証規格である QUALICOAT においては、屋外暴露試験の場

所として米国の南フロリダを指定している。 
日本では、南フロリダと類似した気象条件である沖縄県地方における屋外暴露試験が可

能であり、筆者らが実施した南フロリダと沖縄県宮古島での屋外暴露試験の結果を比較す

ると、アルミニウム合金に施されたポリエステル系粉体塗装については、後者において劣

化促進性が高いことも報告されている。 
以上のような背景と経緯から、南フロリダの試験状況を自らの眼で確認すること、およ

び現地の気象条件を肌で感じることの重要性が強く認識され、現地に対する視察が計画さ

れた。また、当該試験機関である ATLAS 社は、フロリダ州マイアミ市のほかに、さらに気

温が高く相対湿度が著しく低い自然環境であるアリゾナ州フェニックス市にも試験場を有

している。フェニックスでは、単なる屋外暴露試験のみではなく、太陽光を集光して劣化

促進を図る試験装置を設置しているとのことであり、同時に視察することは有意義である

との認識が、高まってきた。 
このような経緯を受けて、アルミニウム合金材料工場塗装工業会において、フロリダと

アリゾナに対する現地視察が企画され、日本建築仕上学会 環境配慮形塗装仕様検討委員会、

（一社）軽金属製品協会および日本パウダーコーティング協同組合の協賛を得て、現地視

察の実施計画が具体化された。関係機関や企業に対して視察への参加者を募り、6 月には

14 名の応募が確定した。その間、現地視察先である ATLAS 社との日程調整、事前の質疑

応答および折衝を繰返して、7 月 13 日～18 日の現地視察が決定した。 
本報告書要約版は、2014 年 7 月 13 日～18 日に実施された米国フロリダとアリゾナに設

置されている屋外暴露試験場の視察結果を参加したメンバー全員によって、とりまとめた

報告書の中から、1 章、2 章、4 章の内容を抜粋したものである。 
 

２. 視察概要 
2.1 視察日程（4 泊 6 日）2014 年 7 月 13 日（日）～7 月 18 日（金）   
  7 月 14 日 ATLAS 社 南フロリダ暴露試験場(South Florida Test Service)視察 
  7 月 16 日  ATLAS 社 アリゾナ暴露試験場(DSET Laboratories)視察 
2.2 視察参加者  本視察の参加者は、近藤照夫団長、大澤悟副団長他計 14 名。 
2.3 報告書要約版の作成 
（1）作成企画：近藤照夫 （2）全体調整：鈴木 誠、近藤照夫 （3）1 章執筆：近藤照夫 
（4）2.1 執筆：近藤 旭 （5）2.2 執筆：近藤 旭、鈴木 誠 （6）2.3 執筆：近藤照夫 
（7）4 章執筆：鈴木 誠、近藤照夫 （8）総合監修：近藤照夫 
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３．視察結果と所見（省略） 
 
４．まとめ 
アルミニウム合金材料工場塗装工業会主催（日本建築仕上学会､(一社)軽金属製品協会､

日本パウダーコーティング協同組合協賛）で実現した米国フロリダ・アリゾナ暴露試験場

視察は、これまで資料やインターネットによる情報でしか得られなかった世界標準的な位

置付けにある両暴露試験場の実態を参加者自身の目で直接確かめ、ATLAS 社担当者に話を

聞き、現地の気象環境を肌で感じることができる非常に貴重な機会となった。 
最初の訪問地であるフロリダ州マイアミ市は図 4.1 に示されるように、日本の沖縄とほぼ

同緯度（北緯 25 度前後）に位置し、年間を通じて気温が高く、冬場も温暖な亜熱帯性の気

候である。降水量は雨季にあたる夏場に多いが、年間降水量は日本（沖縄）よりも少ない。 
ATLAS 社（ATLAS Material Testing Technology LLC）が管理・運営する SFTS エバー

グレーズ暴露試験場（South Florida Test Service Everglades Site）はマイアミ市南西部の

郊外にあり、AAMA や QUALICOAT が暴露試験場所に指定している南フロリダにある代

表的な屋外暴露試験場の一つである。周囲は写真 4.1 に示すように、農園や植物園に囲まれ、

海塩粒子の影響も少ない内陸部に位置している。沖縄とほぼ同緯度であることから、イメ

ージしていた過酷環境とはやや異なり、耐候劣化の 3 大要素である光・熱・水を十分に有

する暴露地としてまさに標準的な環境であるとの印象を受ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4.1 視察試験場と日米の代表的な屋外暴露試験場との位置関係 
実際に広大な暴露試験場内を視察すると、自然環境を相手に様々な条件で暴露された多

種多様の膨大な量の試験片を維持管理し続けている様子を目の当たりにすることができる。

この南フロリダが AAMA や QUALICOAT をはじめとする様々な規格において屋外暴露試

験場所に指定され、世界的標準として認められているのは、この標準的な気象環境だけで

なく、この地で 80 年以上もの長きにわたり暴露試験場を運営し続けている同社に対する信
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頼と実績によるものでもあることが十分に理解できる。その一方で、これまで、AAMA や

QUALICOAT が南フロリダを暴露試験場所として規定しているという理由だけで、南フロ

リダにおける暴露試験をより過酷な試験として捉え、その結果を絶対的な評価として受け

入れ取り扱ってきたことに違和感も感じる。日本の民間企業や諸団体が、宮古島をはじめ

とする沖縄県および北緯 28度以南の南西諸島で実施している屋外暴露試験で得られる結果

は、海塩粒子濃度が高く、相対湿度が高い日本で使用する材料の評価には、不可欠である

ことが今回の視察で確信することができた。 
ディスカッションの冒頭で、ATLAS 社の Scott Zimmerman 氏が「ウェザリング（耐候

劣化）の三大因子は、Sunshine(太陽光)、Temperature(気温)、Moist(湿気･雨)である」

と述べていたが、南フロリダと沖縄（宮古島）の気象データを比べると、気温や相対湿度

は大差ないが、南フロリダの降雨量は宮古島よりも少なく、東京とほぼ同程度である。海

塩粒子の影響を受ける沖縄（宮古島）の方が、屋外暴露試験の条件的にはより過酷であり、

島国日本における材料の劣化形態に近いのではないかと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4.1 南フロリダ暴露試験場の周辺環境      写真 4.2 アリゾナ暴露試験場の周辺環境 
 
一方、アリゾナ州フェニックス市は、高温で降雨量が極端に少なく非常に乾燥した砂漠

気候に属し、市郊外の北部にある ATLAS 社の暴露試験場（DSET Laboratories）は写真

4.2 が示すように、海塩粒子や人工的な汚染因子の影響を受けない地域にある。 
日本国内には、このアリゾナに匹敵する過酷環境は存在しない。ここではフロリダ暴露

試験場と同様に、試験架台による自然暴露試験も行われているが、最大の特徴は太陽光を

追跡・集光して光源とする EMMAQUA®をはじめとする促進暴露試験装置に尽きる。500
台以上もの試験機が広大な暴露場に整然と並べられている様子は壮大で圧巻であるが、現

在稼働している試験装置は少ない。屋外で使用する製品の耐候性を評価する場合には、人

工光源による促進耐候性試験では実使用における自然劣化と同様の傾向が得られにくいの

が一般的である。促進性と相関性に関しては、ATLAS 社から提供された図 4.2 で示すよう

に、相反する関係が見られる。したがって、屋外暴露試験による評価が不可欠となるが、

本試験装置は相関性を損なう主要因とされる光源に、集光した自然光を用いることにより、

促進性と相関性の両立を図っており、有効な促進試験方法であると考えられる。このアリ
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ゾナ暴露試験場は、降水量が少なく相対湿度は低く、周辺に人工的な因子の供給源も存在

しないため、太陽光を光源とする促進暴露試験にとってまさに最適な環境である。 
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図 4.2 各種促進耐候性試験と屋外暴露試験における相関性と促進性 

 
初代 EMMA(QUA)が誕生したのは今から半世紀以上も前というのは驚きであるが、今年

1 月には UA-EMMA（Ultra-Accelerated EMMA）を発表するなど、現在も進化を続けて

いるのもまた驚嘆に値する。しかしながら、2009 年に開発された UAWS は、直接暴露の

63 倍もの紫外線を集光することを可能としているが、過度の温度上昇を伴うため、赤外線

および可視光を透過させる等、促進性を追及し過ぎた結果として、太陽光を光源とするこ

とで期待される自然暴露との相関性が失われてしまっているようにも感じられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4.3 直接暴露試験(アリゾナ暴露場)    写真 4.4 EMMAQUA®促進試験験装置群 
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写真 4.5 UAWS 促進試験験装置         写真 4.6 UA-EMMA 促進試験験装置 
 
以上のように、輝かしい歴史の積み重ねから、揺るぎない信頼と地位を確立している

ATLAS 社であるが、2006 年には南フロリダ最大の暴露試験場であった SFTS 暴露場を閉

鎖･集約し、2010 年には AMETEK 社傘下に入るなど、近年その経営環境は大きく変化し

つつあるように見える。競合相手も少なく積極的に営業活動をしなくても、世界各国から

試験依頼があると思われるが、利益優先に走ることなく、この先も第三者的な試験機関と

して引き続き公平かつ厳格な立場を維持し続けてくれることを望むばかりである。 
本報告書で述べたように、現地へ実際に足を運んで、その気象環境を肌で感じて、世界

標準となっている暴露試験場の実態を直接見聞することを狙いとした本視察の目的は、十

分達成することができたと判断している。本視察で得られた知識と経験は、各企業や団体

における今後の研究開発に反映させるとともに、国内での屋外暴露試験をより有意義なも

のとすべく、関係者に情報の共有化を図ることが、私ども視察に参加したメンバーの使命

でもあると考えられる。 
最後に、本視察の企画や協賛団体への呼びかけ、参加者の募集等、事前の準備を推進い

ただきました㈱マルシン後藤専務取締役と（一社）軽金属製品協会佐藤専務理事に対して、

感謝申上げます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真 4.7 南フロリダ暴露試験場     写真 4.8 アリゾナ暴露試験場(UAWS 前) 
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2015 年 10 月－12 月の主な組合活動報告 
 
1. 日本パウダーコーティング協同組合本部報告 
  1）クオリコート委員会（軽金属製品協会にて） 10 月 16 日，12 月２日 
  2）IPCO〔国際工業塗装高度化推進会議〕（塗料報知新聞社会議室にて） 
     10 月 21 日、12 月 17 日 
  3）10 月 20 日 ： スガウエザリング財団講演会（市ヶ谷アルカディア） 

4）10 月 23 日 ： ＣＥＭＡ（日本塗装機械工業会）シンポジウム（東京塗料会館） 

  5）11月 6日 : アリゾナ・フロリダ暴露関係者報告懇親会（ABA，軽金協他） 

  6）粉体塗装研究会セミナー :  

    ①10月 13日 第４回セミナー（大井町きゅりあんにて）45名 

    ②12月 15日 第５回 工場見学会  38名 

       ㈱トップ工業美里工場様と城南コーテック㈱上里工場様 

  
           ㈱トップ工業美里工場様にて           城南コーテック㈱上里工場様にて 

 

2. 日本パウダーコーティング協同組合支部報告 

  1）北海道支部 ： 10月２日 支部主催札幌セミナー（協賛 IPCO）27名 

         

              2015.10.2北海道セミナー風景（札幌第一ホテルにて） 
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  2）大阪支部  ： 11月 11日 秋季研修会（パウダークラブと共催）16名 

   工場見学会 ； 大阪市環境事業局舞洲工場（ゴミ処理場） 

           大阪瓦斯工場 

       

 

  3）名古屋支部 ： 11月 12日 支部研修会  33名 

   旭サナック㈱ 柳田 建三氏による「最新の粉体塗装システム/ユニット」のご講演 

        

研修会風景（お話 黒野支部長）          ご講演（桝田様） 

 

  4）東京支部  ： 12 月９日 支部合同部会＆忘年会（アープセンタービル 3F）  
   パウダー協主催台湾技術交流会＆視察ツアー報告等 19 名 

          

 合同部会風景（後姿 高橋副支部長） 懇親忘年会風景（AAP ビル 2F 居酒屋にて） 
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静電ハンドガン  
ECXm 

新製品 

【はじめに】 
 このたび、コロナ荷電式粉体静電ハンドガンユニットとして、長年ご愛顧頂いてきたXR-4シ

リーズのフルモデルチェンジを行い、本年1月より「Ec’Corona-Xシリーズ」として販売させて頂く

運びとなりまし 
た。 
最新型Ec’Corona-Xシリーズの最大の特長は、新荷電方式「デュアル電界方式」の採用により、

優れた塗装性能と美粧仕上げ・世界最軽量（※）を実現したことです。 

【デュアル電界方式方式とは】 
デュアル（二重）電界を形成することで、E1：静電効果（塗着効率）と E2：塗膜品質（静電反発

の抑制）の両立を可能とする新しい帯電方式 

デュアル電界リング 
従来のアースリングと異なり、

電界調整機能を内蔵。 

【デュアル電界の効果】 
１．塗着効率向上 
 塗料への帯電効率が高く、出力電圧-80kVdcでも従来機

の-100kVdc に比べ、塗着効率が最大約10%向上。 
２．仕上がり性向上 
 高い帯電効率を保ちながら、フリーイオンの発生を抑え

静電反発の少ない平滑な仕上がり塗膜が得られる。 
３．操作性向上 
高電圧発生器の小型化が可能となり、当社従来品に比

べ27%の軽量化。世界最軽量(※)450gを達成。 
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ガン印加電圧(最大)

ガン質量

適用静電コントローラ

入力電圧

消費電流

エア接続口径

入力エア圧力

最大消費風量
吐出量
流動方法
塗料容器

ユニット寸法(W×D×H)
ユニット質量

ハンドガンユニットEc'Corona-Xシリーズの仕様

ECXm

デュアル電界方式（コロナ荷電）

-80kV

AXR100DF AXR100ST AXR100FB型式

適用ハンドガン(型式)

ガン荷電方式

φ10mm（L型ワンタッチ継手）

0.5～0.6MPa　(推奨エア圧力：静圧で0.5MPa）

250L/min　(ANR)
50～250g/min　(塗料性状・塗料ﾎｰｽによって異なる)

部分流動方式 撹拌方式(流動不要) 流動層方式
塗料カートン 撹拌ホッパー 流動タンク

15kg 35L 60L
550×788×1120mm 666×890×1120mm 550×788×1115mm

50 65 50

450g

0.5A1.0A0.7A

AC100V　50/60Hz

BPS800m

(1) AXR100DF：部分流動式 (2) AXR100ST：撹拌ホッパ式 (3) AXR100FB：流動タンク式 

(受注生産品） 

特長 

ラインナップ 

仕様 
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